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滑西町1-10-1　新美南吉記念館内

1　「ごんぎつね」にちなんだウナギのつかみどり

2　きりんの会の大型紙芝居「牛をつないだ椿の木」

３　 98 歳の誕生日を記念した限定缶バッジづくり

4　南吉童話をイメージした万華鏡の展示

５　よろず劇場「とんがらし」の腹話術

新
美
南
吉
の
九
十
八
回
目

の
誕
生
日
に
あ
た
る
七

月
三
十
日
（
土
）、
新
美
南
吉
記

念
館
で
第
十
九
回
「
あ
つ
ま
ろ

う　

み
ん
な
の
南
吉
展
」
が
開

催
さ
れ
、
千
百
人
余
り
の
人
出

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
「
あ
つ
ま
ろ
う　

み
ん
な
の

南
吉
展
」
は
、
南
吉
生
誕
八
十

年
の
平
成
五
年
、
記
念
館
開
館

を
翌
年
に
ひ
か
え
、
南
吉
を
通

じ
た
市
民
の
活
動
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
そ
の
後
、
主
催
メ
ン
バ
ー

を
母
体
に
新
美
南
吉
事
業
推
進

協
議
会
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
の
会
」

（
新
美
勝
彦
会
長
）が
結
成
さ
れ
、

以
来
、
同
会
を
中
心
に
毎
年
開

催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
ご
ん
ぎ
つ
ね
の
会
」

に
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
や
個
人

が
、
人
形
劇
、
読
み
聞
か
せ
、

紙
芝
居
、
歌
、
工
芸
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
新
美
南
吉
の
世

界
を
表
現
し
ま
し
た
。　
　

　

二
年
後
の
生
誕
百
年
で
は
、

少
し
で
も
多
く
の
方
が
、「
ご
ん

ぎ
つ
ね
の
会
」
の
よ
う
に
南
吉

を
表
現
す
る
側
で
記
念
事
業
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

※
市
民
・
企
業
等
に
よ
る
自
主

事
業
の
募
集
を
始
め
ま
し
た
。

二
・
三
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新美南吉 100 歳まであと２年
98 回目の誕生日に「あつまろう みんなの南吉展」開催
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　現在、新美南吉生誕 100 年記念事業実行委員会では、平成 25 年を中心に行う主な記念事業の計画を進めて

いますが、その他にも、個人・団体・企業などが実施する事業を後援することで、新美南吉生誕 100 年を祝

う輪を全国に広げ、より多くの方に南吉文学に親しんでいただきたいと考えています。

　そこで、皆様が主体的に実施していただける記念事業を募集いたします。生誕 100 年まではまだ間があり

ますが、事前にエントリーをしていただき、全体計画への反映やスムーズな後援決定に役立てていきます。

■締め切り　　　平成 23 年９月３０日（金）
                ※その後も随時受け付けます。

■応募資格　　　新美南吉生誕１００年記念事業の趣旨に賛同していただける個人・団体・企業

                ※地域は問いません。

■実施期間　　　平成 24 年 7 月～平成 26 年 3 月に実施する事業

　　　　　　　　

　　　　　　　　※平成 25 年のスケジュール（実施時期の参考にしてください）

　　　　　　　　・3月 22 日 ( 金 )　南吉 70 回目の命日　　 ※法要が行われます

　　　　　　　　・7月 30 日 ( 火 )　南吉 100 回目の誕生日　※この前後に記念行事が多く行われます

　　　　　　　　・9月下旬～ 10 月初旬　「ごんぎつね」の舞台矢勝川に 200 万本の彼岸花が咲きます

■分　　野　　　分野は問いません。芸術、教育、スポーツ、自然、子育て、観光など、多様な分野との

                コラボレーションを期待しています。

■対象外事業　　・政治、宗教を目的とした事業

　　　　　　　　・公序良俗を乱す恐れのある事業

　　　　　　　　・その他、実行委員会が適当でないと認める事業

■後援内容　　　・後援名義の使用

　　　　　　　　・実行委員会が製作するチラシ、ホームページなどへの掲載

　　　　　　　　・プレスリリース（報道機関への情報提供）への協力

　　　　　　　　※特にふさわしいと認められる事業については、実行委員会

　　　　　　　　　との共催を提案することもあります。

■お問い合わせ・応募先

　新美南吉生誕 100 年記念事業実行委員会（新美南吉記念館内）

　ＴＥＬ 0569-26-4888・ＦＡＸ 0569-26-4889

　E-mail: nankichi@city.handa.lg.jp

　※応募用紙は実行委員会の HP からダウンロードできます。

　　http://www.cac-net.ne.jp/~nankichi/100th/100th.html

新美南吉生誕100年
自主事業エントリー募集
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今
か
ら
八
年
前
の
平
成

十
五
年
。
新
美
南
吉
生

誕
九
十
年
の
こ
の
年
に
も
、
市

民
や
企
業
等
が
主
体
と
な
っ
た

記
念
事
業
が
数
多
く
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
そ
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　　

生
誕
百
年
に
は
、
さ
ら
に
多

く
の
方
が
全
国
で
記
念
事
業
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

＊

絵
入
り
官
製
葉
書
「
新
美
南
吉

の
世
界
Ⅱ
」
贈
呈
式
・
丸
型
ポ

ス
ト
除
幕
式 

　

南
吉
生
誕
九
十
年
を
記
念
し

て
発
売
さ
れ
た
絵
入
り
官
製
葉

書
「
新
美
南
吉
の
世
界
Ⅱ
」
を

半
田
市
長
に
贈
呈
。
あ
わ
せ
て

幼
年
童
話
「
た
れ
の
か
げ
」
に

ち
な
ん
で
移
設
さ
れ
た
丸
型
ポ

ス
ト
の
除
幕
式
も
。

会
場　

新
美
南
吉
記
念
館　

 

主
催　

半
田
郵
便
局
ほ
か 

南
吉
没
後
六
十
年
「
南
吉
忌
法

要
・
南
吉
を
偲
ぶ
会
」

　

南
吉
に
ゆ
か
り
の
深
い
光
蓮

寺
で
行
わ
れ
た
法
要
と
参
加
者

の
朗
読
に
よ
る
偲
ぶ
会
。
そ
の

後
、
墓
参
り
も
。

会
場　

光
蓮
寺
・
北
谷
墓
地 

主
催　

有
志
（
代
表
呼
び
か
け

人
・
榊
原
義
夫
）

新
美
南
吉
生
誕
九
十
年
に
ち
な

む
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
展　
　

 

　

絵
入
り
官
製
葉
書
「
新
美
南

吉
の
世
界
Ⅱ
」
の
原
画
な
ど
、

ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
作
家
榊
原
澄

香
さ
ん
に
よ
る
作
品
を
展
示
。 

会
場
・
主
催　

半
田
郵
便
局　

 

新
美
南
吉
生
誕
九
十
年
展 

　

岐
阜
県
可
児
市
在
住
の
児
童

文
学
者
・
赤
座
憲
久
さ
ん
提
供

に
よ
る
小
展
示
。

会
場　

可
児
市
立
図
書
館
本

館
・
帷か

た
び
ら子
分
館

主
催　

可
児
市
教
育
委
員
会
・

可
児
市
立
図
書
館

作
品
の
原
風
景
を
探
る
版
画
展

　

作
品
の
舞
台
や
故
郷
の
風
景

を
描
い
た
木
版
画
の
展
示
。

会
場　

ギ
ャ
ラ
リ
ー「
わ
っ
と
」

主
催　

半
田
木
版
画
同
好
会 

生
誕
九
十
年
Ｐ
Ｒ
ス
テ
ッ
カ
ー

　

知
多
半
島
で
営
業
す
る
タ
ク

シ
ー
と
路
線
バ
ス
に
生
誕
九
十

年
記
念
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て

事
業
を
Ｐ
Ｒ
。

主
催　

知
多
半
島
の
タ
ク
シ
ー

会
社
五
社
・
知
多
乗
合

合
唱
オ
ペ
ラ
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」 

　

知
多
半
島
中
の
合
唱
団
か
ら

有
志
が
集
ま
り
、
池
辺
晋
一
郎

作
曲
の
合
唱
オ
ペ
ラ
「
ご
ん
ぎ

つ
ね
」を
上
演
。
池
辺
晋
一
郎
、

谷
川
俊
太
郎
（
詩
人
）、
新
美

南
吉
記
念
館
館
長
（
当
時
）
に

よ
る
ト
ー
ク
も
。

会
場　

雁
宿
ホ
ー
ル

主
催　

合
唱
オ
ペ
ラ
「
ご
ん
ぎ

つ
ね
」
上
演
実
行
委
員
会
他

「
デ
ン
デ
ン
ム
シ
ノ
カ
ナ
シ
ミ
」

碑
建
立
・
除
幕
式

場
所　

新
美
南
吉
記
念
館

寄
贈　

半
田
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ

市
民
創
作
劇
「
花
の
き
村
と
盗

人
た
ち
」

　

南
吉
の
第
二
の
故
郷
、
安
城

で
上
演
さ
れ
た
出
演
者
・
裏
方

公
募
に
よ
る
創
作
劇
。 

会
場　

安
城
市
民
会
館

主
催　

安
城
市
（
安
城
市
民
会

館
自
主
文
化
事
業
）  

南
吉
作
品
を
書
こ
う

　

南
吉
作
品
を
題
材
に
し
た
書

展
。
記
念
行
事
と
し
て
、
長
さ

二
十
メ
ー
ト
ル
の
紙
を
用
い
た

南
吉
作
品
の
公
開
揮
毫
も
。 

会
場　

雁
宿
ホ
ー
ル

主
催　

社
団
法
人
中
部
日
本
書

道
会
半
田
支
部 

き
ぬ
う
ら
川
柳
大
会

　

生
誕
九
十
年
を
記
念
し
、
新

美
南
吉
や
童
話
を
課
題
に
開
催

さ
れ
た
川
柳
大
会
。 

会
場　

雁
宿
ホ
ー
ル

主
催　

川
柳
き
ぬ
う
ら
ク
ラ
ブ 

朗
読
劇
「
麦
笛
の
教
室
」

　

女
学
校
教
師
と
し
て
の
新
美

南
吉
を
紹
介
す
る
朗
読
劇
。

会
場　

岡
崎
市
甲
山
会
館

主
催　

安
城
高
校
桜
町
校
舎
教

師
の
会

親
子
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
「
新

美
南
吉
の
里
め
ぐ
り
」

主
催　

阿あ

ぐ

い

久
比
町
立
南
部
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

講
座
「
民
話
か
ら
児
童
文
学
へ

～
新
美
南
吉
生
誕
九
十
年
に
よ

せ
て
～
」　

会
場
・
主
催　

京
都
市
生
涯
学

習
総
合
セ
ン
タ
ー

手
話
劇
「
ご
ん
」

　

聴
覚
障
害
者
と
健
聴
者
に
よ

る
手
話
劇
。

会
場　

岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル

主
催　

岡
山
ろ
う
者
劇
団
「
夢

二
」
他

朗
読
会
「
南
吉
に
あ
そ
ぶ
」　

「
手
袋
を
買
い
に
」「
花
を
埋
め

る
」な
ど
南
吉
作
品
の
朗
読
会
。 

会
場　

名
古
屋
市
天
白
文
化
小

劇
場

主
催　

ま
・
さ
・
ら 

生
誕
九
十
年
に
行
わ
れ
た
市
民
・
企
業
等
主
催
の
事
業

合
唱
オ
ペ
ラ
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

▲
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新
美
南
吉
記
念
館
の
図
書

室
で
は
、
毎
月
第
四
日

曜
日
の
一
時
半
か
ら
「
歌
と
お

話
の
会
」
が
開
か
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
市
内
小
学
校
教
諭
の

左
近
治
樹
さ
ん
と
南
吉
研
究
家

の
小
野
敬
子
さ
ん
（
茨
城
県
在

住
）
が
、
南
吉
生
誕
九
十
年
の

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
続
け
て

い
る
も
の
で
、
左
近
さ
ん
が
南

吉
童
話
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
自
作

曲
の
弾
き
語
り
、
小
野
さ
ん
が

南
吉
童
話
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ン
グ
を
披
露
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
八
年
間
に
は
、

雪
で
観
客
が
一
人
も
い
な
い
時

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
何

度
も
足
を
運
ぶ
常
連
も
。

　

七
月
二
十
四
日
（
日
）
に
は

つ
い
に
百
回
を
達
成
。
館
長
か

ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
二
人

は
、「
生
誕
百
年
に
向
け
、
ま

だ
ま
だ
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

 

ポ
ス
タ
ー
完
成
！  

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は

〝
初
め
て
の
南
吉
　
再
び
出
逢
う
南
吉
〟

七
月
下
旬
、
新
美
南
吉
生

誕
百
年
Ｐ
Ｒ
用
ポ
ス

タ
ー
の
第
一
弾
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
Ｂ
２
判
で
、
中

央
に
は
「
初
め
て
の
南
吉　

再

び
出
逢
う
南
吉
」
の
一
行
。
こ

れ
は
、
ポ
ス
タ
ー
制
作
に
合
わ

せ
て
決
め
ら
れ
た
生
誕
百
年
記

念
事
業
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で

す
。

　

南
吉
作
品
を
読
む
機
会
の
な

か
っ
た
方
や
こ
れ
か
ら
触
れ

る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
生
誕

百
年
を
機
に
「
初
め
て
の
南

吉
」
と
出
逢
っ
て
い
た
だ
き
た

い
…
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
読
ん

だ
き
り
と
い
う
方
に
は
、「
再

び
出
逢
う
」
こ
と
で
子
ど
も
時

代
と
は
ま
た
違
っ
た
読
み
方
が

で
き
る
南
吉
作
品
の
奥
深
さ
に

触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
…
、
こ

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
は
、
そ

ん
な
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
今
後
、
市
内
の

公
共
施
設
、
学
校
、
商
店
を
は

じ
め
、
県
内
の
各
自
治
体
と
そ

の
図
書
館
、
全
国
の
文
学
館
や

大
学
な
ど
に
配
布
し
、
Ｐ
Ｒ
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
予

定
で
す
。　

七
月
七
日(

木
）、
公
募
に

よ
り
選
ば
れ
た
新
美
南

吉
童
話
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
愛
称
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

愛
称
募
集
に
は
、
全
都
道
府

県
か
ら
二
千
百
十
四
点
の
応
募

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、〝
新

美
南
吉
と
代
表
作
の
「
ご
ん
ぎ

つ
ね
」
の
双
方
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
、
ど
の
年
代
に
も
親
し
み
や

す
い
〟
と
い
う
理
由
で
「
ご
ん

吉
く
ん
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

愛
称
発
表
の
日
は
ち
ょ
う
ど

七
夕
。
新
美
南
吉
記
念
館
を
訪

れ
て
い
た
半
田
市
立
岩や

な
べ滑
小
学

校
の
一
年
生
七
十
三
人
が
「
ご

ん
吉
く
～
ん
」
と
呼
ぶ
と
、
こ

の
日
に
合
わ
せ
て
製
作
さ
れ
た

着
ぐ
る
み
が
登
場
。「
か
わ
い

い
」
と
子
ど
も
た
ち
が
歓
声
を

あ
げ
る
な
か
、
笹
飾
り
に
短
冊

を
付
け
、
震
災
復
興
と
生
誕
百

年
の
成
功
を
祈
り
ま
し
た
。

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

愛
称
は
「
ご
ん
吉
く
ん
」

 

生
誕
百
年
に
向
け

 

ま
だ
ま
だ
続
け
ま
す


